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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液透過性トップシート、液不透過性バックシート、及びこれらトップシートとバックシ
ートとの間に配置された吸収体を含む吸収本体を具備した吸収性物品において、トップシ
ートの表面のほぼ全体を覆う１枚のカバーシートを具備し、該カバーシートの周縁領域が
吸収本体に接合されると共に、該カバーシートの中央領域に、弱め線又は切断線からなる
区画線により、吸収本体を衣類に固定するための少なくとも３つのフラップが区画され、
使用時にこれらフラップが折り曲げ領域においてそれぞれ折り曲げられ拡げられて衣類に
それぞれ固着され、前記少なくとも３つのフラップが、吸収本体の前後端縁に沿う折り曲
げ領域においてそれぞれ折り曲げられ前後方向に拡げられる前フラップ及び後フラップの
少なくともいずれか一方のフラップであって先端が湾曲した半長円状に形成されるフラッ
プと、吸収本体の左右側縁に沿う折り曲げ領域においてそれぞれ折り曲げられ左右方向に
拡げられる左フラップ及び右フラップであって台形状に形成される左フラップ及び右フラ
ップとを含む、吸収性物品。
【請求項２】
　前記少なくとも３つのフラップが、吸収本体の前後端縁に沿う折り曲げ領域においてそ
れぞれ折り曲げられ前後方向に拡げられる前フラップ及び後フラップと、吸収本体の左右
側縁に沿う折り曲げ領域においてそれぞれ折り曲げられ左右方向に拡げられる左フラップ
及び右フラップとを含む、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
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　前記少なくとも３つのフラップが、折り曲げ領域においてそれぞれ折り曲げられて衣類
の内面に固着される内面固着フラップと、折り曲げ領域においてそれぞれ折り曲げられて
衣類の外面にそれぞれ固着される外面固着フラップとを含む、請求項１又は２に記載の吸
収性物品。
【請求項４】
　前記先端が湾曲した半長円状に形成されるフラップが、前記内面固着フラップとされる
、請求項３に記載の吸収性物品。
【請求項５】
　前記少なくとも３つのフラップを衣類に固着させる固着部が該フラップにそれぞれ取り
付けられており、これら固着部周りのフラップ領域の剛性が残りのフラップ領域の剛性よ
りも高く設定されている、請求項１から４までのいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項６】
　前記少なくとも３つのフラップを衣類に固着するための固着部が区画線から離間してフ
ラップに取り付けられている、請求項１から５までのいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項７】
　前記カバーシートが液不透過性である、請求項１から６までのいずれか一項に記載の吸
収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は吸収性物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液透過性トップシート、液不透過性バックシート、及びこれらトップシートとバックシ
ートとの間に配置された吸収体を含む吸収本体を備え、トップシートの表面を覆うカバー
シートに、弱め線により、吸収本体を衣類に固定するための一対のフラップが区画され、
使用時に一対のフラップがそれぞれ折り曲げられ拡げられて衣類にそれぞれ固着される、
吸収性物品が公知である（特許文献１参照）。この特許文献１の図１から図４に示される
実施例では左右方向に拡げられる一対のフラップが設けられ、図５に示される実施例では
前後方向に拡げられる一対のフラップが設けられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特表平９－５１２４５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、吸収本体をたった一対のフラップでもって衣類に固定するのは現実的に
は困難である。その結果、吸収本体の捩れ又は位置ずれが生じ、経血や尿といった被吸収
液が漏れるおそれがある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記課題を解決するために本発明によれば、液透過性トップシート、液不透過性バック
シート、及びこれらトップシートとバックシートとの間に配置された吸収体を含む吸収本
体を具備した吸収性物品において、トップシートの表面を覆うカバーシートを具備し、該
カバーシートの周縁領域が吸収本体に接合されると共に、該カバーシートの中央領域に、
弱め線又は切断線からなる区画線により、吸収本体を衣類に固定するための少なくとも３
つのフラップが区画され、使用時にこれらフラップが折り曲げ領域においてそれぞれ折り
曲げられ拡げられて衣類にそれぞれ固着される、吸収性物品が提供される。
【発明の効果】
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【０００６】
　吸収本体を衣類に確実に固着することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】生理用ナプキンの正面図である。
【図２】生理用ナプキンの背面図である。
【図３】図１の線ＩＩＩ－ＩＩＩに沿ってみた生理用ナプキンの概略横断面図である。
【図４】フラップを展開した生理用ナプキンの正面図である。
【図５】使用状態を説明するための生理用ナプキンの概略縦断面図である。
【図６】使用状態を説明するための生理用ナプキンの概略横断面図である。
【図７】本発明による別の実施例を示す生理用ナプキンの正面図である。
【図８】本発明による別の実施例を示す生理用ナプキンの（Ａ）正面図及び（Ｂ）概横略
断面図である。
【図９】区画線の変更例を示す生理用ナプキンの正面図である。
【図１０】カバーシートの変更例を示す生理用ナプキンの正面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　図１から図３は本発明を生理用ナプキンに適用した場合を示している。しかしながら、
本発明をパンティーライナ、失禁パッドといった他の吸収性物品に適用することもできる
。
【０００９】
　図１から図３を参照すると、本発明による実施例の生理用ナプキン（以下、単に「ナプ
キン」とも言う。）１は吸収本体２を具備する。この吸収本体２は液透過性のトップシー
ト３と、液不透過性のバックシート４と、これらトップシート３とバックシート４との間
に配置された液保持性の吸収体５とを具備する。トップシート３及びバックシート４はほ
ぼ同じ大きさであり、これらの周縁においてホットメルト接着剤、ヒートシール加工等に
より互いに接合される。また、使用時に下着のような衣類に向けられるバックシート４の
表面には、吸収本体２を下着に固着するための粘着部６が接合され、この粘着部６は保護
シート７によって覆われる。
【００１０】
　なお、図１において２Ｆ，２Ｂ，２Ｌ，２Ｒはナプキン１ないし吸収本体２の前端縁、
後端縁、左側縁、右側縁をそれぞれ示している。この場合の前後左右は使用時のユーザの
身体の前後左右に対応している。
【００１１】
　使用時にユーザの肌に当接するトップシート３の表面は液不透過性のカバーシート８に
よって覆われる。このカバーシート８は吸収本体２とほぼ同じ大きさであり、したがって
トップシート３のほぼ全面を覆っている。また、カバーシート８はその環状の周縁領域８
Ｐにおいてホットメルト接着剤、ヒートシール加工等によりトップシート３ないし吸収本
体２に接合される。これに対し、周縁領域８Ｐ以外の領域である中央領域８Ｃはトップシ
ート３に接合されない。
【００１２】
　カバーシート８の中央領域８Ｃには、ミシン目のような弱め線からなる区画線９があら
かじめ形成されており、この区画線９によって中央領域８Ｃに、吸収本体２を下着に固定
するための複数のフラップが区画ないし形成される。なお、区画線９を、カバーシート８
を完全に切断する切断線から構成することもできる。
【００１３】
　本発明による実施例では、区画線９は、前端縁２Ｆに向け拡開するＵ字状曲線部分９Ｆ
と、後端縁２Ｂに向け拡開するＵ字状曲線部分９Ｂと、カバーシート８のほぼ中央におい
てこれら曲線部分９Ｆ，９Ｂの頂点を互いに結ぶ直線部分９Ｓとから構成される。したが
って、中央領域８Ｃには、４つのフラップ、すなわち先端が湾曲した半長円状の前フラッ
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プ１０Ｆ及び後フラップ１０Ｂと、台形状の左フラップ１０Ｌ及び右フラップ１０Ｒとが
区画される。この場合、前後フラップ１０Ｆ，１０Ｂは互いに対称的に位置し、左右フラ
ップ１０Ｌ，１０Ｒも互いに対称的に位置している。
【００１４】
　この場合、区画線９は周縁領域８Ｐまで到達しておらず、したがって区画線９の端部と
周縁領域８Ｐとの間に非切断領域８Ｎが形成される。
【００１５】
　これらフラップ１０Ｆ，１０Ｂ，１０Ｌ，１０Ｒの表面にはそれぞれ対応するフラップ
１０Ｆ，１０Ｂ，１０Ｌ，１０Ｒを下着に固着するための粘着部１１が接合される。また
、これら粘着部１１は共通の保護シート１２によって覆われる。この場合、粘着部１１は
区画線９から離間してフラップ１０Ｆ，１０Ｂ，１０Ｌ，１０Ｒに接合され、したがって
粘着部１１周りのフラップ１０Ｆ，１０Ｂ，１０Ｌ，１０Ｒには非粘着領域１３が形成さ
れる。
【００１６】
　次に、各要素の素材について説明する。
【００１７】
　トップシート３は例えば有孔又は無孔の不織布や多孔性プラスチックシートから構成さ
れる。
【００１８】
　バックシート４は例えば疎水性の不織布、不透水性のプラスチックフィルム、不織布と
不透水性プラスチックフィルムとのラミネートシート、耐水性の高いメルトブローン不織
布、強度の強いスパンボンド不織布で挟んだＳＭＳ不織布から構成される。
【００１９】
　吸収体５は例えばフラッフ状パルプ又はエアレイド不織布と高吸収ポリマーとから構成
される。ここで、フラッフ状パルプは例えば化学パルプ、セルロース繊維、レーヨン、ア
セテート等の人工セルロース繊維から構成され、エアレイド不織布は例えばパルプと合成
繊維とを熱融着させ又はバインダーで固着させた不織布から構成され、高吸収ポリマーは
例えばデンプン系、アクリル酸系、アミノ酸系の粒子状又は繊維状のポリマーから構成さ
れる。
【００２０】
　粘着部６，１１は例えばスチレン－イソプレン－スチレンブロック共重合体（ＳＩＳ）
、スチレン－ブタジエン－スチレンブロック共重合体（ＳＢＳ）、スチレン－エチレン－
ブチレン－エチレン共重合体（ＳＥＢＳ）等のホットメルト粘着剤から構成される。
【００２１】
　カバーシート８は例えば疎水性の不織布、不透水性のプラスチックフィルム、不織布と
不透水性プラスチックフィルムとのラミネートシート、耐水性の高いメルトブローン不織
布、強度の強いスパンボンド不織布で挟んだＳＭＳ不織布から構成され、好ましくは疎水
性不織布から構成される。カバーシート８の坪量は１５ｇ／ｍ２から６０ｇ／ｍ２が好ま
しい。プラスチックフィルムから構成される場合には、プラスチックフィルムのドレープ
性はカンチレバー法で２０ｍｍから１００ｍｍが好ましく、３０ｍｍから７０ｍｍが更に
好ましい。ドレープ性が２０ｍｍよりも小さいと、カバーシート８が撚れ易くなるからで
ある。一方、ドレープ性が１００ｍｍよりも大きいと、カバーシート８が硬くなるので、
ナプキン１の使用感を悪化させるおそれがあり、下着への追従性が低下して被吸収液が漏
れるおそれがあるからである。
【００２２】
　なお、上述のカンチレバー法はＪＩＳ－Ｌ１０１８に準じて次のように行われる。すな
わち、長さ１５０ｍｍ、幅２５ｍｍの測定対象を５枚重ねて測定サンプルを得る。次いで
、大栄科学精器製作所製のカンチレバーを用い、測定サンプルをカンチレバーの押さえ板
下に挟み、斜面方向に滑らせ速度５ｍｍ／ｓｅｃで移動距離を自動測定する。測定サンプ
ルの表面を下にした場合と、測定サンプルの裏面を下にした場合の両方について測定し、
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これらの平均を測定結果とする。
【００２３】
　さて、ナプキン１は次のようにして下着に固着される。すなわち、まず、バックシート
４側の保護シート７が取り外され、ナプキン１ないし吸収本体２が粘着部６を介し下着に
固着される。このときトップシート３はカバーシート８によって覆われているので、トッ
プシート３が汚れるのが阻止されている。
【００２４】
　次いで、カバーシート８の中央領域８Ｃが区画線９に沿って破断される。その結果、互
いに分離した４つのフラップ１０Ｆ，１０Ｂ，１０Ｌ，１０Ｒが形成される。
【００２５】
　次いで、図４に示されるように、これらフラップ１０Ｆ，１０Ｂ，１０Ｌ，１０Ｒがそ
れぞれ拡げられる。すなわち、前フラップ１０Ｆは前端縁２Ｆに沿う折り曲げ領域１４Ｆ
において折り曲げられて前方向に拡げられ、後フラップ１０Ｂは後端縁２Ｂに沿う折り曲
げ領域１４Ｂにおいて折り曲げられて後方向に拡げられる。また、左フラップ１０Ｌは左
側縁２Ｌに沿う折り曲げ領域１４Ｌにおいて折り曲げられて左方向に拡げられ、右フラッ
プ１０Ｒは右側縁２Ｒに沿う折り曲げ領域１４Ｒにおいて折り曲げられて右方向に拡げら
れる。その結果、トップシート３が露出される。
【００２６】
　次いで、フラップ１０Ｆ，１０Ｂ，１０Ｌ，１０Ｒがそれぞれの粘着部１１を介し下着
に固着される。すなわち、ナプキン１の縦断面を示す図５に示されるように、前フラップ
１０Ｆが吸収本体２前方の下着Ｕの内面ＵＩに固着され、後フラップ１０Ｂが吸収本体２
後方の下着Ｕの内面ＵＩに固着される。また、ナプキン１の横断面を示す図６に示される
ように、左フラップ１０Ｌ及び右フラップ１０Ｒが吸収本体２下方の下着Ｕの外面ＵＯに
それぞれ固着される。
【００２７】
　このようにしてフラップ１０Ｆ，１０Ｂ，１０Ｌ，１０Ｒが下着Ｕに固着され、したが
って吸収本体２が下着Ｕに固定される。この場合、前フラップ１０Ｆ及び後フラップ１０
Ｂのように前後方向に拡げられて固着される前後方向フラップと、左フラップ１０Ｌ及び
右フラップ１０Ｒのように左右方向に拡げられて固着される左右方向フラップとの両方に
よって吸収本体２が下着Ｕに固定される。また、前フラップ１０Ｆ及び後フラップ１０Ｂ
のように下着内面ＵＩに固着される内面固着フラップは下着Ｕとユーザ身体とに挟まれる
ことにより保持される。一方、左フラップ１０Ｌ及び右フラップ１０Ｒのように下着Ｕの
外面ＵＯに固着される外面固着フラップは下着Ｕを吸収本体２との間に挟みこむ。
【００２８】
　したがって、吸収本体２にさまざまな方向の外力が作用しても、吸収本体２の捩れや位
置ずれを抑制することができる。すなわち、吸収本体２を下着Ｕに確実に固定することが
でき、したがって被吸収液の漏れを抑制することができる。また、漏れに対するユーザの
不安をなくすことができる。
【００２９】
　本発明による実施例では、前フラップ１０Ｆ及び後フラップ１０Ｂのような内面固着フ
ラップの先端が湾曲しているので、前フラップ１０Ｆ及び後フラップ１０Ｂがユーザ身体
に当接したときの痛みや違和感が抑制される。
【００３０】
　また、フラップ１０Ｆ，１０Ｂ，１０Ｌ，１０Ｒ、具体的にはそれらの先端に非粘着領
域１３が形成されているので、ユーザは非粘着領域１３を摘んでフラップ１０Ｆ，１０Ｂ
，１０Ｌ，１０Ｒを取り扱うことが可能となり、したがって吸収本体２を下着Ｕに簡単に
固定することができる。
【００３１】
　ここで、図４からわかるように、折り曲げ領域１４Ｆ，１４Ｂ，１４Ｌ，１４Ｒは概ね
、区画線９の互いに隣接する２つの端部を結ぶ直線上に位置している。一方、図１に示さ
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れるように、区画線９の端部と周縁領域８Ｐとの間には非切断領域８Ｎが形成されている
。したがって、図５及び図６に示されるように、周縁領域８Ｐと折り曲げ領域１４Ｆ，１
４Ｂ，１４Ｌ，１４Ｒないしフラップ１０Ｆ，１０Ｂ，１０Ｌ，１０Ｒとの間のカバーシ
ート８に、カバーシート８の全周にわたり連続して拡がる防漏領域１５が形成されること
になる。この防漏領域１５はトップシート３の表面に沿って吸収本体２の外部に向かう被
吸収液の流れを規制し、したがって防漏壁として作用する。
【００３２】
　本発明による実施例では、１枚のカバーシート８を吸収本体２に接合するだけで、防漏
壁として作用する防漏領域１５が形成される。したがって、防漏作用を簡単に得ることが
できる。また、防漏領域１５には継ぎ目がない。しかも、下着Ｕに固着するためにフラッ
プ１０Ｆ，１０Ｂ，１０Ｌ，１０Ｒが引っ張られると、防漏領域１５の内縁がトップシー
ト３から立ち上がるので、被吸収液が防漏領域１５によって確実に捕捉される。したがっ
て、被吸収液の漏れを確実に抑制することができる。
【００３３】
　なお、周縁領域８Ｐの幅は２ｍｍから１０ｍｍが好ましく、３ｍｍから５ｍｍが更に好
ましい。周縁領域８Ｐの幅が２ｍｍよりも狭いと、カバーシート８と吸収本体２との接合
強度が低下するからである。また、周縁領域８Ｐの幅が１０ｍｍよりも広いと、フラップ
１０Ｆ，１０Ｂ，１０Ｌ，１０Ｒが拡げられたときに露出されるトップシート３の表面が
狭くなるからである。すなわち、トップシートが広く露出されると、ナプキン１ないし吸
収本体２の下着Ｕに対する固着位置が適正位置から多少外れたとしても、被吸収液の漏れ
を抑制できる。
【００３４】
　一方、非切断領域８Ｎの幅は２ｍｍから１０ｍｍが好ましく、３ｍｍから５ｍｍが更に
好ましい。非切断領域８Ｎの幅が２ｍｍよりも狭いと、非切断領域８Ｎにおけるカバーシ
ート８の引張強度が低下し、防漏領域１５の防漏効果が低下するからである。また、非切
断領域８Ｎの幅が１０ｍｍよりも広いと、フラップ１０Ｆ，１０Ｂ，１０Ｌ，１０Ｒが拡
げられたときに露出されるトップシート３の表面が狭くなるからである。
【００３５】
　次に、本発明による別の実施例を説明する。
【００３６】
　本発明による別の実施例では、フラップ１０Ｆ，１０Ｂ，１０Ｌ，１０Ｒのうち粘着部
１１周りの領域の剛性が他の領域の剛性よりも高く設定されている。
【００３７】
　すなわち、図７に示される例では、粘着部１１周りにエンボス加工が施されたエンボス
領域２０が設けられる。これに対し、残りの領域２１にはエンボス加工が施されない。一
方、図８（Ａ），８（Ｂ）に示される例では、粘着部１１周りに追加シート２２が接合さ
れる。これに対し、残りの領域２１には追加シート２２が接合されない。
【００３８】
　このようにすると、フラップ１０Ｆ，１０Ｂ，１０Ｌ，１０Ｒの取り扱いが容易になり
、フラップ１０Ｆ，１０Ｂ，１０Ｌ，１０Ｒを下着Ｕに簡単に固着することができる。
【００３９】
　ここで、フラップ１０Ｆ，１０Ｂ，１０Ｌ，１０Ｒ全体に対するエンボス領域２０又は
追加シート２２の占める割合は２０％以上が好ましく、４０％から１００％が特に好まし
い。
【００４０】
　なお、図７に示される例において、エンボス領域２０が凹凸パターンであると、フラッ
プ１０Ｆ，１０Ｂとユーザ身体との接触面積を低減できるので、ムレが防止され、装着感
が向上される。また、フラップ１０Ｆ，１０Ｂ，１０Ｌ，１０Ｒに粘着部１１を接合する
場合のホットメルト接着剤の転写性に優れている。
【００４１】
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　また、図８（Ａ），８（Ｂ）に示される例において、追加シート２２はカバーシート８
と同じ素材でもよいし、他の素材でもよい。更に、追加シート２２をカバーシート８の裏
面に接合してもよい。追加シート２２の接合にはホットメルト接着剤等が用いられる。区
画線９は追加シート２２がカバーシート８に接合された後に形成され、したがって追加シ
ート２２にも形成されている。
【００４２】
　なお、図７及び図８（Ａ），８（Ｂ）に示される例では、粘着部１１はそれぞれ別個の
保護シート１２によって覆われている。当然、共通の保護シート１２を設けることもでき
る。
【００４３】
　ところで、別の見方をすると、図７及び図８（Ａ），８（Ｂ）に示される例では、折り
曲げ領域１４Ｆ，１４Ｂ，１４Ｌ，１４Ｒを含む残りの領域２１の剛性がエンボス領域２
０又は追加シート２２が接合された領域の剛性よりも低く設定されているということにな
る。その結果、フラップ１０Ｆ，１０Ｂ，１０Ｌ，１０Ｒを折り曲げて拡げるのが容易に
なる。
【００４４】
　これまでの説明では、カバーシート８の中央領域８Ｃに４つのフラップが区画されるよ
うに区画線９が形成されている。しかしながら、フラップの数は４つでなくてもよい。す
なわち、図９（Ａ）に示されるように中央領域８Ｃに３つのフラップ１０Ｆ，１０Ｌ，１
０Ｒが区画されるように区画線９を形成してもよいし、図９（Ｂ）に示されるように中央
領域８Ｃに６つのフラップ１０Ｆ，１０Ｂ，１０ＬＦ，１０ＬＢ，１０ＲＦ，１０ＲＢが
区画されるように区画線９を形成してもよい。
【００４５】
　したがって、包括的に言うと、カバーシート８の中央領域８Ｃに、区画線９によって少
なくとも３つのフラップが区画されるということになる。
【００４６】
　更に、これまでの説明ではカバーシート８は１枚のシートから構成されている。しかし
ながら、カバーシート８を互いに分離した複数枚のカバーシート部分から構成することも
できる。すなわち、図１０に示される例では、カバーシート８が例えば４枚のカバーシー
ト部分３０から構成される。この場合、これらカバーシート部分３０はトップシート３の
表面をそれぞれ部分的に覆い、しかしながら全体としてトップシート３の表面をほぼ全体
的に覆っている。また、互いに隣接するカバーシート部分３０同士間に形成される区画線
９は周縁領域８Ｐを横切って延びている。更に、図１０に示される例では、カバーシート
部分３０がフラップ１０Ｆ，１０Ｂ，１０Ｌ，１０Ｒをそれぞれ形成している。なお、１
枚のカバーシート部分３０により複数のフラップ１０Ｆ，１０Ｂ，１０Ｌ，１０Ｒが形成
されるようにしてもよい。また、カバーシート部分３０は互いに重なり合っていてもよい
。
【符号の説明】
【００４７】
　１　　生理用ナプキン
　２　　吸収本体
　３　　トップシート
　４　　バックシート
　５　　吸収体
　８　　カバーシート
　８Ｃ　　中央領域
　８Ｐ　　周縁領域
　９　　区画線
　１０Ｆ　　前フラップ
　１０Ｂ　　後フラップ
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　１０Ｌ　　左フラップ
　１０Ｒ　　右フラップ
　１１　　粘着部
　１３　　非粘着領域
　１４Ｆ，１４Ｂ，１４Ｌ，１４Ｒ　　折り曲げ領域
　１５　　防漏領域
　２０　　エンボス領域
　２１　　残りの領域
　２２　　追加シート

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】
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